
『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい植物油を使用し
たインキで印刷されています。

　岩村町にある経塚。１６３２（寛永 9）年、岩村藩主松平

乗
のりなが

寿が岩村城の鎮
ちん

護
ご

と領民の繁栄を祈願して建立。浄土

三部経を千部、地中深くに埋蔵し、その上に石室を設け、

１，０００体の阿
あ み だ

弥陀像を安置したという。約１１０年を経て

岩村藩主松平乗
のりかた

賢らにより、１７４１（寛保元）年に修復再

営。石室を改修し、仏像も新しく作って埋蔵した。仏像

は中尊１体と小像が１，０００体。全仏

像とも金
きんだみ

彩（金箔
ぱく

）が施してある。７

年ごとの春にご開帳され、２週間に

わたり千体仏を拝観することができ

る。岩村城下町の周囲には、このほ

かにも町を守るようにいくつかの経

塚が取り巻いている。

　７年に１度の石
いしむろ

室千体仏のご開帳

は、ことし４月２２日㈰から５月６

日㈰まで行われる。

６９

７０

▲飯地町の自生地に咲くシデコブシ

▲１，０００体の阿弥陀像が安置される石室

シデコブシ、ハナノキ、ヒトツバタゴの３

種は、そろって東海地域の限られた地域を

中心に自生する氷河時代の遺存植物で、絶

滅危惧種。このため、東海丘陵要素、また

は周伊勢湾要素の植物群として、近年研究

の対象となっている。

シデコブシ 氷河時代から残る絶滅危惧種

石室千体仏 ７年に一度のご開帳
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　□問い合わせ　防災情報課（内線３１７）

『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約９．４円（税込み）です。

往時は、２０数人の僧衆によって荘厳な儀式

が１カ月間続けられたという。城主の妻楓
かえで

姫に、恋心を抱いてしまった家老の松平左
さ

門
もん

が大蛇に飲み込まれてしまい、心労から

病の床に就く楓姫の回復祈願と左門の弔い

に建立したともいわれている。

　シデコブシは、愛知県、岐阜県、三重県の一部に分布

するモクレン科の落葉小高木。湿地周辺を好んで生育す

るため、丘陵地で湿地が多い東濃地域には、シデコブシ

の自生地が多くある。日本固有種であり、生きた化石と

も呼ばれるほど貴重なもの。シデコブシの名前は、その

花の形が神事の四
し で

手に似ていることに由来する。市内に

は、市の天然記念物に飯地町大
おお

根
ね

シデコブシ自生地と岩

村町飯羽間のシ

デコブシ自生地

が指定されてい

る。特に飯地町

の自生地は、分

布域の中で最も

標高が高いとこ

ろに位置してい

る。

次号は４月１５日号
　発行日は４月１３日㈮です

▲春には薄いピンク色の花を付ける

▲石室の中の金色に輝く仏像


